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本調査研究は、アメリカの近年の医療保障制度に関する基礎データ、医療保障制度改革をめぐ

る最新情報を収集することを目的として実施した。アメリカ及び日本の医療保障制度に精通した

有識者による委員会を設立し、アメリカ医療保障制度に関する研究やデータを収集・整理し、そ

の成果を本報告書としてまとめた。本報告書は、基本的に 2026年 3月末までの情報を対象とし

ている。 

委員会の構成は以下のとおりである。 

 

アアメメリリカカ医医療療保保障障制制度度にに関関すするる調調査査研研究究会会              所属は 2026年 3月現在  

座長 西村 周三 医療経済研究機構・特別相談役 序章 

委員 五反田 紘志 シーダーズサイナイ病院・助教授 
第 2章第 3節 

第 3章第 2、3節 

委員 津川 友介 カリフォルニア大学ロサンゼルス校・教授 
第 2章第 3節 

第 3章第 2、3節 

委員 常森 裕介 東京経済大学現代法学部・教授 第 2章第 4～6節 

委員 長谷川 千春 立命館大学産業社会学部・教授 
第 2章第 7、8節 

第 3章第 4節 

委員 宮脇 敦士 筑波大学医学医療系・准教授 第 3章第 5節 

委員 山岸 敬和 南山大学国際教養学部・教授 
第 2章第 2節 

第 3章第 1節 

アドバイザー 谷 俊輔 ジェトロ・ニューヨーク事務所（厚生労働省） 第 1章、コラム 

 麻那古 直大 在米国日本国大使館（厚生労働省） 第 1章 

 青木 智乃紳 
一橋大学イノベーションマネジメント・政策プ

ログラム 
第 3章第 6節 
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序章 

本調査研究は、アメリカの近年の医療保障制度に関する最新の動向の調査報告である。やや宣

伝めいた口調になるが、この報告書の意義を最初に申し述べておきたい。本報告は、アメリカ医

療事情に関する、トランプ政権下で起きようとしている最新の動向だけでなく、アメリカ医療の

現状を理解するために、最重要となるいくつかの深層を踏まえた報告書になっていると考える。 

アメリカ合衆国では、国民全般にわたる包括的な医療保障制度（Universal Health Coverage、

UHC)が実現していない。そして開発途上にある国々を除いては、アメリカ合衆国は UHCが実現し

てない唯一例外的な国である。このことを知る人々は少なくないが、日本では、それがなぜかに

ついて深く関心を持つ人は多くない。 

本報告では、アメリカ合衆国が、国家単位での UHCの実現にさまざまな困難な状況をかかえて

おり、それにもかかわらず、実現のために並々ならぬ努力がなされていることを知ることができ

る。お恥ずかしい話であるが、私個人がアメリカ医療について学び始めたころ、アメリカで皆保

険制度を目指す多くの人々がいるにもかかわらず、皆保険制度が何十年も実現しないことが不思

議でならなかった。本報告はこの疑問に応えていると考える。 

私たちは社会を見るとき、往々にして自らの既存の価値観に照らして判断する。しかしながら

社会を構成する人々の中には、意外に想像を超えるような多様な思惑がある。この意味で、アメ

リカの医療制度の実情についての現場の様々な思惑を学べば、単純なものの見方とは異なる視点

が生まれる。皆保険状況ではなく、分岐・分断して存在する市場メカニズムを前提としてものを

考える人たちには、日本の社会に慣れ親しんだ私たちの想像を超えた見解があることに驚く。例

えば、従業員福祉としての企業の従業員への医療費保障、民間保険制度、民間医療提供体制等が

存在することが当たり前の社会で、異なる多くのステークホルダーの存在によって、制度の一本

化に進むことがいかに難しいかを当然のことと思うのである。 

本報告の読み取りを、読者のそれぞれの関心にしたがって各様に読まれればよいことは当然で

あるが、医療保障制度を全国民に包括的に適用することがいかに難しいかも、本報告から読み取

っていただければ幸いである。他国の現象を傍観者として外部から見る場合と、ビジネスに関わ

ることを目的として、アメリカ社会の「市場参加者」となろうとする場合とでは、かなり視点が

異なり得ることも理解して欲しい。 

なお、最近年（2026年）、権威ある経済学術誌である Quarterly Journal of Economics で Alsan 

and Neberai(2026)による「なぜアメリカが国民健康保険制度(National Health Plan) を持ち得

ないか？―アメリカ医師会の政治的な役割－」と題する論文が掲載された。この論文はトルーマ

ン大統領（1945～53年在任）の時代に公的医療保険制度を樹立する努力がなされたが、アメリカ

- 3 - 医療経済研究機構



 

4 

 

医師会の主として民間保険に依存するための活動によって、成立できなかったことを詳細に立証

している。この経過がその後の約 70年間に影響を及ぼしていることは否めないが、歴史的な経過

は無視できないことは特筆しておきたい。 

このような視点から、以下が序文として適切かどうかは怪しいが、アメリカ医療制度の多様性

を理解するための、やや偏ったかも知れない見方を加えて、概要の紹介をすることとしたい。 

 

本報告の構成は、第 1章「アメリカ国内の最近の動き」、第 2章「医療保障制度解説」、第 3章

「近年の動向」、第 4章アメリカ医療関連データの四つの章からなる。 

まず第 1章は、医療に限定することなく、トランプ大統領就任後のアメリカ国内の、主に政策

面での動きが、政治情勢、経済情勢、医療政策情勢の 3つに分けて説明される。類書には見られ

ない政治情勢の興味深い解説もある。医療政策情勢としては①薬価引下げ政策と②ワクチン政策

が特筆すべき政策であることが示される。その詳細は第 3章で解説される。特にアメリカのイノ

ベーションを他国がただ乗りしているというトランプ大統領の主張は、それが適切かどうかは別

として、留意すべき主張であろう。 

第 2章は、医療保障制度解説の章であり、次の 3つの節から構成されている。最初に 1．医療

保障制度の概要で、アメリカ制度の理解のためには、（1）医療費、（2）医療保障制度、（3）政治

過程という 3つの概要の理解が不可欠であることが述べられる。 

一見するとこの 3つの「項目」立ては唐突な取り上げ方に見えるが、おそらくこの 3つが、日

本から見た場合に奇異に見えるアメリカ医療制度の特徴を理解する上で、最も核心的な項目であ

るといってよい。そしてこの 3つの項目の説明全体（第 2章全般）を通読することでアメリカの

制度の特異性が理解できると思われる。 

例えば、アメリカの医療費は世界的に見て異常に高いと思われるのだが、この対 GDP比の高さ

の詳しい原因は、第 2節 「医療政策の政治過程と関連団体」と題する 2-1～2-4と第 3節「医療

提供体制」と題する 3－1～3－6 で詳しく説明される。第 2 章ではあまりにも多い関連団体の存

在が、包括的な制度の実現を難しくしている要因となっていること、そのために政治的なイッシ

ューを多く生み出すことも理解させてくれる。 

また、医療費が高いことは、医療費を構成するどこかに多くに費用が費やされていることを意

味するが、その一例として 3－6「医療従事者」で、例えば、医療に従事する就業者がどのように

多いかの説明がなされる。 

なお、アメリカの高い医療費を構成するものに、情報公開のための費用の役割も無視できない

が、この点はのちの第 3章「近年の動向」第 3節「医療情報の透明性と AI活用」で触れられてい

る。こちらを参照すれば、ある種の情報提供ビジネスの進展を知ることができる。他の文献では
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見られない最新の情報が提供されている。AIビジネスの進展に伴い、今後大きな展開が予想され

る分野である。 

第 2章の第 4節～第 6節では、アメリカで公的保障が実現している低所得者及び高齢者、児童

のための制度の最近の動向が説明される。また第 7節、第 8節では民間医療保険制度、無保険者

の実態が明らかにされる。これらも近年の変化が激しい分野である。 

第 3章「近年の動向」は文字通り最新の動向を記述しているが、第 2章で扱えなかった内容の

補足的な個所であると理解していただいてもよい。全体として 6つの節からなり、1～2節は医療

制度改革をめぐる近年の政治動向の説明に充てられる。またコラムとして特に医薬品・医療機器

に関する関税の動きを説明する。 

さらに第 4～5節では、医療をめぐる雇用の動向、家族介護者に関する施策を説明する。これら

の個所も、これまで類書で触れられなかった内容となっている。最後の第 6節は、医薬品産業の

動向として特筆すべきであると考える「FDA の創薬プラットフォーム技術指定プログラムの制度

設計と運用」を解説している。この個所は、やや特殊な内容を扱っているが類似の報告書や類書

にない独自のものであると考えている。 

第 4章は、従来の本報告書と同様のデータ集である、各種のデータの検索サイトの紹介も添え

ている。 
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